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長浜駅伝競走大会
(12ページに関連記事)
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P8 

広報紙で振り返る長浜町

国民年金

保健センターからの

お知うせ

いんふぉめ しょん

保育所への入所申し込み

Pl0 ながはま商品券 j

Pl1 文芸ー人権詩

P12 ルポ

P13 柴のつどい
P14 表彰

P15 1歳です

P16 戸 籍 長 浜嵐について
P9 消費税についての

お知うせ
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昭
和
三
十
年
一
月
一
目
、
長
浜
町
お
よ
び
古
多
灘
・
櫛
生
。
出
海
・
大
和
。
白
滝
村
の
一
町
五
村
が
合
併
し
て
現
在
の
長
浜
町
が
誕
生
す
る
と
同
時
に

広
報
紙
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
)
当
初
辻
、
「
町
の
た
よ
り
」
と
い
い
、
昭
和
三
十
八
午
四
月
発
行
の
第
七
十
四
号
か
ら
は
「
広
報
な
が
は
ま
」
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
四
十
七
年
四
月
発
行
の
第
百
八
十
一
一
号
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
型
か
ら
現
在
の
よ
う
な

A
四
判
型
に
変
更
さ
れ
ま

L
た口五

十
午
聞
に
わ
た
り
、
当
町
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
た
広
報
紙
も
五
百
七
十
一
号
で
最
終
日
ヲ
と
な
り
ま
し
た
が
、

で
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

栄光に輝く
新長演簡の

合併当時の人口 20，471人
「川

F
六
ケ
町
村
を
打
っ
て
一
丸
と
す
る
大
長
浜
町
は
、
栄
光
に

輝
く
新
春
を
期
し
、
京
に
届
出
度
く
パ
九
足
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
町
の
発
足
に
あ
た
っ
て
、
長
浜
町
長
職
務
執
行
者
の
小

野
三
郎
氏
は
、
「
旧
長
浜
町
の
商
工
と
周
辺
農
村
の
農
林
水
産
業
の
堅

実
な
生
産
力
を
結
合
し
て
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
町
長

の
幸
福
を
増
進
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

40年度予算成立
総額2i意2，200万

こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
を
広
報
紙

世帯数 4，052
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例
的
た
活
費
に

人口 16，609人
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昭
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四
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出
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な
も
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は
、
出
海
公
民
館
建
設

に
一
千
百
万
円
、
喜
多
瀧
お
よ
び
櫛
生
漁
港
改
修

ι
一
千
三
f
H
万
川
、

古
品
電
気
事
業
補
助
金
に
百
万
円
と
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り
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す

J

ま
た
、
百
号
を
一
記
念
し
て
、
「
創
刊
号
か
ら
百
号
ま
で
を
そ
ろ
え
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持
ち
の
方
は
、
記
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品
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す
る
こ
と
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ま
し
た
の
で
広
報

係
ま
で
お
届
け
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だ
さ
い
。
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も
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ま
し



高値に かけて 人口 14，119人世帯数 3，975

112月は、 ミカン出{可も最盛期、今年は裏年だが、長浜町Aでは約1，350

トンの山1'Jjが見込まれている。今年こそはよい値で…と願しゅfこもる。」

とあります。(表紙:黒田にて)

新長浜大橋の工事の進ちよく状況も報告され、「長浜からの橋脚は完

成、現在は沖浦側からの

桁脚建設工事が進められ

ている。」とあります。

(写真)

大和山岨7)"~概 人口 12，809人世帯数 3，886

「鉄筋コシクリート 4階建て、内部は 3DKで、和五、台所兼食

堂、洗面所、トイレがありますc 人口が増え、活気のある町になっ

てほしいものです。」とあります。

またルポでは、 12月26日から15日間の日程で、長浜で初めてア

マチュア無線の講座が開講され、小学生から67歳の方まで83人がハ

ムの仲間入りを目指した。Jとあります()

祖先の霊を供養 人口 11，400人世帯数 3，726
白滝うら盆まつり

「祖先の供養に毎年聞かれるこのおまつり、金魚すくい、輪投げ

など大勢の見物客を楽しませた。」とあります。

8月4・5目、海の祭典が聞かれ、砂の彫刻

で、長浜中学校が町長賞を(写真)、出海小学校ら

が教育長貨を受賞Lています。

平成元年度の財政状況が報告され、一般会i汁

で、50倍:4，892万6，000円の歳出となっていますの

訓

平成年を掘り返って 人口 10，187人世帯数 3，651

平成10年 3月、沖浦公民館が完成(写冥)、 8月29Hには、西田司

衆議院議員の自治大臣・屈家公安委員長就任祝賀会を開催、 10JJ17 

日には、台風10号が襲来、|時間雨量66ミリ

を記録し町内各地で甚大な被害が相次ぎま

した。
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国33昌信品調入閣併記掃討
~年金濯、話認さしないとを5えませl¥J0 """~ 

それぞれの年金は、受けられる資:過が発生しても本人が請求しなければ支槍Eされま古ん。年金

を受ける資格が発牛ーしたら忘れずに請求しましょう。

年金を請求するには、裁定請求書を提出するほかに請求害に添えなけれぽならない書類があり

ます}詳しいことは、それぞれの提問先にお問い合わせください J

裁定請求書の提出先は、次のとおりです。

老齢基礎年金図老齢厚去年金圃退職共済年金を請求する場合

【ずっと国毘年金だけのプJ']
す第 1号被保険者期間のみの場合

i主上¥;票のあるJ!J町付の出民年金担三百係の窓口

安第 3号被保険者期間のある場合

佐所地を行轄する社会保険事務所の窓口

【ずっと公務員等(共済組合筆~~度加入)のア:f]
大単一共済組合期間のみの場合

加入していた共泣組合の:fH当窓口

安複数の共済組合に加入した場合

老齢基礎寺金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職JlJ済年金は、それぞれの共済組合の担当官、IJ 

E複数の年重量需Ij慶!と加入し℃いた芳] (だだし、該当する制度について)

大年金を請求する段階で最後に加入していた告IJ度ガ国民年金の場合

老齢基礎・厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担う窓口

女年金を請求する段階で最後に加入していた制度ガ厚生年金保険の場合

老齢基礎・厚生年宣は、最般に勤めてい売事業所(船員にあっては船舶所有者)を

管轄する社会保険事務所の定、U

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

大年金を詰求する段暗で最後に加入していた制度ガ共済組合制度の場合

老齢基礎・厚牛今年金は、住所地を管轄する社会保険引務所の窓口

障害基礎年金園 F章害摩生年金・嘩害共j斉年金園
遺摂基礎隼盆園遺族車生年金・遺族共済年金を請求する場合

障害の原氏!となった病気・けがの初診11、または死亡[[が・

女国民年金加入中の場合

①第 1号杭保険ア「期間のみの時合 ②第 3号被保険者共:JJ聞のある場合

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓口 作所地を官幡する社会保険事応!汗の窓口

女厚生年金保険加入の場合

イI~会を詰求する段階で勤めていた事業所(船員にあっては船舶所有者)を管轄する相会保険

半務所の窓口

大共済組合制度加入中の場合 それぞれの共済制77の担当窓口
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関
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多い12月
とをめられています。

今年もふく、、料理が古味される季節となりました。

ふ〈、、には、「テト口ドトキレン」とういう猛毒が含まれているものがあります。特に、肝臓・卵巣は猛毒ですので決し

て食べてはいけiせん。ふぐ中毒の発生防止のため、次の事墳に十分注意してください。

1 素人料理厳禁!!

ふぐ中毒のほとんどは、素人が釣ったふくれを家庭で調理して起こっています。

ふぐの調理をするためには、「ふぐ取り扱い打免許Jが必要ですc

20 /3¥ぞ取りま設け者免許費持た是正け消費著書事亡、

未処理のふく"を販売替ることはさ、きません。

く毒とは…?

ふぐ毒は、テトロドトキシンと呼ばれ、神置を麻睡させる作用があります。毒力は、町毒の青酸カリの約l町 000倍

で、 300度の加熱でも分解しないので、煮たり焼いたりの調理では、なくなりません。ふく、、主に有効な解毒剤

はありません。

大症状l'd:..'? 

有毒の部分を食べると 20分~ 3 I時間で。唇、苫、指先のしびれを感じ、続いて知覚神桂、 illi動神経が麻時して

昨吸困難となり意識が消失して死亡することもあります。

来特にお酒が美味しいこの季節、正しぐおいしくいただきましょう II 

日曜祝祭日の当直医 ( 12月 15日 ~1 月 31 日)

末光眼科(若芭j

12月 19日日
笹山一1500
大洲中央病院(東大洲)
ft24-L1551 1月 9日

平田胃腸科目土門科医院(若宮) 洲)

12月23日(梢
笹山 1200 
大洲記念病院(徳森)
'iBi('5 -2022 

いん定よみ眼科神経内科(田口)
宜主24 2151 1 12月( 日)8240700

26日 大西怨大?宍原2月制41 中央病院(東大洲)
本条脳神経外科-外科(顎大洲)

-4551 
月 (間宮24-2841
1J=l16己 大洲中央病院(東大洲)耳鼻咽喉科(東大洲)

1月 1日目 占議院(東大洲)
密 24-4551

トー 一一
山本医暁(富田)

ft24-4551 
月(己)怨25-6100

かわ(ぎた産婦人科(東大洲) 1.823日 大洲中央病院(東大洲)

1月(日 ft23-1103 ft24-4551 
2日 大?州中央病院(東大洲) |井関クリ二ツ畑谷)

』鐙24-4551

ト !漂井耳算咽喉科・気管食道府中村)
月白)愈25-6212
1J=l30凪 :大洲中央病院(東大洲)

1月 3日伺).怨24-2510 岱 24-4551
|市立大洲病院町洲)
ft24-2151 
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室霊f!1i轟者からの暴力で盤んでいる方へ
も ~改正重己{高者暴力拐止法が誼行~

配偶者暴力防止法が改正されました。保護命令の対象を、子

どもや離婚した元配偶者まで拡大するとともに、退去命令の期

間を 2カ月に延長することなどを柱とした改正法が成立し、平

成16年12月2日に施行されました。

大改正の主な内容

①r1e11高者からの暴力」の定義の拡大

②保護命令制度の拡充

③被害者の自立支譲の明確化等

内閣府では配偶者からの暴力被害者支援情報サイト (http目//

www.gender.go.jp/e-vaw/index.htm)を開設しています。

詳し<11，愛嬢県男女参圏諜 (B089・912・2332)または長浜町

役場住民福祉課福祉揺(宮52・1111<内線33>ロ(有)2063)まで。

群駒郡務搬翠諮讃詰~::::~~~瀦顕器搭謡脚諦蕗搬綿織蝿婚時概鱗慰鵬

主D(ディファレンシャJl)GPS愚から電渡を科f脅し
ミた、気象霊織の通報サービスを盟強

~平成16年11月1日スタート~

現在、海上保安庁では、全国各地の灯台等で観測した局地的

な気象・海象の状況をインターネットホームページやテレフォ

ンサービス等により提供していますが、平成16年11月l日から

は、全国27カ所のDGPS局の電波を利用した気象。海象の通

報サ}ピスを開始しました。これにより、 DGPS受信機を搭

載している船柏では、従来の位置補正情報(誤差 1m以下)に

加え、気象・海象の状況を同時に入手することができるように

なりました。(注)文字情報の受信、表示に対応していない機種

では利用できません。改修等については、製造メ}カーにお問

い合わせください。

DGPSとlま…

G P S (衛星航法システム)の信号に補正値を加え、精度

(約10m)を1m以下にまで向上させ、また、 GPS衛星の故障

など異常情報をユーザーに直ちに知らせるシステムです。

詳しいお問い合わせは、松山海上保安部航行援助センター

(B089-951-0553)まで。

部者探樹君揖主E寝間在者;::~'"世話器官部卒長官在長話~~~~~:組閣臨E荘.~~::琵接誠齢滞在在在留蹴話器担部

3 成長書館'ls{，ご療す答総会12.鐸厳重重苦摺
j談/滞設窃射v8tt
[相談内容]差別待遇、暴行圃虐待、いじめ、プライパシーの

侵害等、家庭および近隣関係等における人権問題に関するあら

ゆる相談。(無料、秘密厳守)

〔自時]平成16年12月10日(金)午前9時~午後9時

[電話番号]フリーダイヤル 0120-025-550
[相談担当者]人権擁護委員(弁護士資格のある者も含む)、法

務局職員

翌悼榔務総電話控蹴3主喧部部務部部品可搬盟器部講蜘搬蹴磁器器舗

も銃計調査にご協力ぐださい
主 ~製造事業所の皆さまへ~

平成16年工業統計調査を12月31日現在で行います。

調査の実施にあたっては、本年12月から来年 1月

にかけて調査員がお何いします。

なお、調査票に記入していただいた内容について

は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確

なご記入をお願いします。

-経済産業省園愛嬢県四長浜町一

揖蝿時措揮翻持母語掛端部話器搭話器部搭帯主4持勤務麟輯騨湿器酷.

も農耕j農業で競いてみたい方へ
1i~インターネットで情報を提供
主 (平成16年間1日開始)~ 

{求人惜報〕全国の農林漁業関係

〔イベント等情報]農林漁業の体験、各種イベント

情報など

[メーj!-マガシンの配信]農林漁業に関する情報を

定期的にメールでお届けします。配信登録受け付け

中!

?をそのほかにも、農林漁業に就業するためのノウハ

ウ、先輩の声などいろいろな情報をご提供。

〔アドレス]http://www.aff-job.go.jp/ 

〔お問い合わせ先〕ハローワークまたは愛嬢労i動眉
(盟関9-941開2940)まで。

主翻盤強盗器踏襲底部蝿擁護蕗離部議離醜醐謡選醜器嵩濃部適職

室求職者の皆さんへ
主~大洲@喜多壇域

主 合同就職面接会のご案内~
議

大洲商工会議所では、企業と求職者の皆さんが一

堂に会して自由に面接を行う「大洲圃喜多地域合同

就職面接会Jを開催します。企業の採用担当者から

事業所の求人内容について聞くことができます。

お気軽にご参加ください。

[自時]平成17年1月27日(木)午後2時から 4時

まで

[場所]リジエール大洲2階ホ}ル(大洲市東大洲

1582番地)

{対象者]一般、パート(年齢、性別は聞いません。)

[吊意するもの]履歴書、筆記用具を持参してくだ

さい。複数企業との面接を希望する人は、履歴書の

コピーを必要数だけご用意ください。

[お問い合わせ先]大洲商工会議所(宮24-4111)

<担当漬田 a山田>まで。
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県でl士、消費生活に閑すゐ相談電話をより利用していただ

くため、県内 5地方局および生活センタ」における相談窓日

の共通電話骨号を設置しました。

1共通電話番号 570-700 37 
2受付時間 土令 LJ曜日、祝日、年末年始を除く日の午前9
時~午後4時(正午~午後l時を除<0)

3着信先 共通電話番号にかけた場合は、各相談窓口(県内

5地h同および牛活センター)のうち、発信場所の最寄りの

窓口から順番に空いている空11につながることとなりますの

で、場合によっては遠隔地の地方局へつながることがありま

す。例えば、松山市からかけた場合は、生活センター→松山

地方局→今治地方局→八幡浜地方局づ!川条地方局+宇和島地

方局のJII買で最初に空いている相談窓口につながります。

なお、着信場所までの通話料は発信者のご負担とな ij立す

のでご了承ください。

4その他

①携荷電話、 PHSからは利用できません

②i従;近t心u末!長とωの相J議炎窓口の?番寄号(次の各相談談窓窓、円|由白古今通電話番;UJ)

'i、引き続きご利用できます。

【県における消費生活相談窓口]

各相談窓日共通電話番号 0570岨 700-370

(各相談窓口直通電話番号〕八幡浜地方局〈うしの窓口(自0894・

24 -3700)また愛嬢県生濯セン7ー(密口89-925・3700)まで。

年末は、人、物、金の動きが活発!となり、例年事件

ゃ事故が多芳します。そこで警察では、 11月1Bから

12 Jj 20日の問、 iCPp作戦」を実施じごし1ます。

CPP作戦とは、
C Crime (フライムト問罪

P Prevention (ブリベンシヲン)…予防
p (ポインターズ)…点検

と1，'う意味で、警察が民間の防犯組織と共同して銀行

強益などの犯罪を干防するために行う「地域安全運動!

のことです。

rrg輔・事語踊お;どの

臨d8体需日吉丈?定的E干しよう!

口防犯体市IJ.設備を点検して、組織ζ施設を強化しましょう。
白防犯責任者を指名して、朝礼時などに防犯指導をしましょうO

口利用者(お客様)保護のための防犯指導を徹底しましょう。
口事務所ョ居内の不審者〈の声力、11を徹底しましょうO

口夜間|革、居内@事諮問ヘ現金を残さないよう!ごしましょうQ

口夜間の一人だけの営業(単独勤務)や残業は避けましょう。
己現金の配達時は特に危険、必ず複数の人で対lliしましょう。

~大洲警察署~

i新刊情 報 で す

E 

~長浜町立図書館~ : 

蓄名 著者 ; 平成16年 8月3訂1Uまで販売された、長j浜兵町発行の J{吋什川川7司材J品券の最後

O介護入門 モブ )1ワ)オオ-;の公開抽選会をド記のとお iり)I開羽i催佳いたしま

Oオ一ルイン~運命の愛~(ヒC).(下) ; [自時1平成1日6年1ロ2片1凶8tl (土)午f絞麦 1い11待寺から

ノ・スンイル[場所】ふれえにえ阜土旦ξピー 一一一
【封象高品券]郎議離E理唖日雇醤輔層悪霊衰璽藍議(ミ|三成16年 8月31鈴木健二 ! 際騨咽且盟-一一戸察局週躍議

日まで長浜町役場で版元された問j発行の商品券)
。不器用なアナタヘ

O自分のまわりにいいことが

いっぱい起こる本 j忠臣真裕美

Oアフターダーク 村上春樹

E景品]特等10，000円分商品忘れ、 5ケタ} 3本

1等 5，000円分商品糸川、 5ケタ} 10本

2等 3，0001_Lj分商品券《下 3ケタ} 15本

3等1， 000円分商品券〈下 2ケタ}150本

※なお、当日こ、来場のブJ を対象に500円分の商品券が~'í たる「当

H貸J {下 Iケタ〉を数量限定でごJtj)主いたしますので、必ず
抽選手を持参のうえご来場くださいい

， 
L幽胃四四・圃圃・圃聞圃・劃司自司・園田周回目園田昌回目置園田明圃属胴周囲---幽 _J

-7-



ZAZ位コいて
平成17年度の保育所(乳児保育所を含むclへの入所申込みの受

け付けを次の要領で行います。

窃受付聞

平成17年1)~ 11日(火)から3111(月)まで

⑤雪付場所

入所を希望される各保育所{大和民育明-櫛生保育所l副主く。)

。入所基準
櫛生保育所のおともだち

保育所へ入所できるJ己主l士、児童の保護苫のいずれもが次の①~⑤のどれかに該15し、児童を保育することができな

いと認められ、また、同屑の親族やその他の方も、この)~責を侃育することができない場令に限られますっ

従って、基準に該当しない場合は入所できiせんのでご了承ください

会入所できる児量の保護者の条件

①家庭外労働・農業や漁業に従事したり会社へ勤める等、家庭の外で仕事をしている方。

②家庭内労働ー昼間家庭内で¥自営業・内職等、児童と離れて家事以外の仕事をしている方。

③母親の出産・ー出産の前後で、その児童の保育ガむすかしい方。

④病気等・病気になったり負傷し疋りしている方、もしくは、心身に障害力てある方。

⑤病人の看護等ー・・病気や心身lご障害ガある同屈の親族を¥いつも介護している方。

⑥家庭の災害一-震災。風水害・火災・その他の災害の復旧にあっている方。

※必要書類u 入所中込書のほか、保護者の状況によ i)、次のような書類が必要です。

令官帯全員の源泉徴収票(平成16年分) や勤務(内職)証明書

.富営薫 a量葉匪漁業雑事申出書 @確定申昔書の写し(本人j空分)

令課税証明書なと

浪、 ぞ e 議襲 1 電事 霊長老撃 毒事

下長浜町誌続編」がギさi=，たさ!竺粧のおま1間二日
昭和50年に、新長浜町誕生20周年を記念して「長浜町誌」か発刊され、

保存活用されています仁

今回、長浜町教育委員会では、市町村ー合併を間近に控

え、昭和5011L人降の当町の歴史をとどめた長浜町誌続編

を干iJ1iいだしました。

また、この続編には、昭和50年先行の「長浜町誌」も

併せて収録したCD-ROMが添付されています。

1冊2，500円で販売しますので、ご希望の方は教育委員

会、または最寄りの役場連絡所でお買い求めください。

{お聞い合わせ先3長浜町教育委員会教育課文化措興需

(電話52幽 1111<内線50)'C宥)2161)まで。
新しくできた長浜町誌続編 (CD-ROM付き)

-8-



消費離の納税義務者と窓る方とは?

平成15年分の売上(課税売上高)が、 1，000万円を超えた方

は、平成17年分からの消費税の申告と納税が必要となりま

す。

ょうことに謹慧し走らいし ? 

1 納税義務者となる方は、速やかに「消費税課税事業者

届出書」を所轄の税務署へ提出してください。

2 平成17年1月から売上や仕入れなどを帳簿に記載し、

請求書等とともに保存する必要があります。

-記帳や保存をしていない場合には、仕入れ等で支払っ

た消費税額が控除できなくなります。

。記帳されている売上から納税額が計算できる「簡易課

税制度」もあります。(この場合は、「簡易課税制度選

択届出書」の提出が必要です。)

3 納税資金を計画的に(例えば日々または月々)貯蓄して

おけば、納税の際に安心です。

届出書の用紙iまどこ!こあるの?

届出書等の用紙は最寄りの税務署に備え付けていますが、

高松国税局ホームページにも掲載しています。

(http://www.takamatsu.nta.go.jp) 

※法人事業者の方についても基準期間の課税売 k高が、

1，000万円を超えた場合、消費税の申告と納税が必要にな

ります。詳しくは、税務署にお問い合わせください。

[お問い合わせ先]大掛|税務署(曾24-3115)または税務相

談室松山分室(宮24-3635)まで。

平成17年1月l日から、自動車リサイクル法が本格施 麗車にする場合は廃車時)

行されます。これに伴い、自動車をお持ちの方は、自動 詳しくは、 http目// www.Jarc.or.Jp 

車ごとにリサイクル費用を支払う必要があります。リサ 自動車リサイクルシステ

イクル料金は、メーカーや車種によって異なりますので、

購入業者等にご確認ください。

なお、リサイクル費用は次の時点で支払うこととなり

ます。

女平成17年1月以降に購入する新車→購入時

女平成16年末までに購入した自動車→平成17年1月以降

の最初の車輪時(平成17年1月以降に車検を受けずに

9 

ムコンタクトセンタ- I自動車りすイタ)("法

(コールセンター)

03-5673-7396 受付時間

平日午前9時から午後 5

時(土・日ー祝日を除く)

スタートで乱



| 擾宮通知書の変更にむいて | 
|平成17年1月11日の新大洲市誕生に伴い¥市税， I 

f吏用料等の振ぅ通知の方法が 1月振替分から I~ 

記のとおり変更になります。

女市税、国保税、介護保険料については、年間振

替分を集計し年 1同(翌年 1月)の発行となり

ます。ただし、 17キ3月までの市説、国保税は、

集合税として従来の通知古を発行します。

決水道慣用料については、検針時に発れする使用

肉料金のお知らせで、前々月の振替分を通

知します。

安保有料および右線、住宅の各使用料については、

通帳で確認していただくことになります。

| 制度改正により、口座振替の皆さんには大変ご

迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお

願いいたします。

なお、この件についてのお問い合わせは、下記

担当課へお駐いします。

長浜町役場(湿52-1111)

! Q!Ii税、回以税…税務課 O介護保険料…保健介

護課 O保育料…住民福祉課 O水道使用料…生

活環境課 O有線、住宅使用半、|一。総務課

、~くこ〉ひ

が拡~隔

I"~-真相会五九時点せ一二
| 見在、お持ちの印鑑な保証や住民基本台帳カー

|ドは、合併しでもそのまま使用できますっ

なお、変更希望の方は各窓口において変児でき

しますが、その場合は手数料が必要になります。

「

i合併後(新大洲市)の

支払(塘込)日についご~会計室~

長浜町では、これまで原則として月に 2回の定

例支払(振込)日を設けて支払い業務を行ってき

iましたが、合併後(新大洲市)においては、次の

とおり月に 3回の支払い業務となりますl

支払(振込)日 毎月 5. 15厩 258

( 5のつく日 c 土@日曜日、担目、年末年始にあ|

たる場合は直近の前干Hハただし、合併後最初の t

支払し当日は、平成17:'([:1 )J 25 B (火)になる予定

です。)

なお、請求書は、課名等を記入のうえ押印し、

納品と同時に提出するようにしてください。

むつ0ぐ/.._J
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そこで、長浜町商工会では、町外への消費流山の

更なる防止と、町内商応の{6'性化を図ることを目的

とi事

としてプレミアム付き商品券を版ッI己いたします C

E販売場所:ふれあい会館 1階ロビー
〔販売日時および販売冊数(1間…11枚綴り=5，000円)] 

平田空16年12月16日(木)午前10時~午後3時 3， 000冊
12月17巴(金)午前10時~午後 3時 2， 000冊
12月18日(土)午前 9時~正午 2， 000用

※販売冊数ガ完売した時点で終了となります。

※販売期間内に売れ残った場合は¥平成16年12月20日(月)力、ら商工会にて販売しま弓 o

E購入方法]当日¥販売場所にて購入申し込みをしていただき、現金でご購入くださいo

E購入限度冊数】一人あたり 1 回の購入につき 1 冊~20冊まで

(会社や団体での購入はできません。)

E高品券の有効期間〕発売の日力¥ら平成n年 3月31日まで

《購入者の皆様へ》

当日は、大変混み合うことが}:.思され、ご迷惑をおかけする喝介がありますのでご了承ください。

10 
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国土交通省では、次のとおり平成17年度河川愛護モニ

皆さん、ふるってご応募ください。

〔活動内審〕モニタ}は、日常生活の範囲内で知り

定期的に河川を巡視したり、ごみ投棄等の不法行為者等

責務や権限を有するものではありません。

仕事の主主ものII，次の事項です。
①近隣の方々 から河川利用や河川の状況に関し、

②河川環境が損なわれる、あるいは河川利用上の障害と

③ごみ等の投棄、河jllの流水や施設等について、異状を

④特に河川管理者に連絡することが必要と認められる

⑤年に l回程度のモニター会議(意見交換会)への参加

また、上記の活動に加え、河川愛護月間中などには河川管理者とともに地域住民への河川愛護思想の普及啓発活動に

努めていただきます。(余暇時間等で対応できるような範囲です。)

〔活動範囲]新長浜大橋~大洲市祇園大橋(活動範囲①肱川右岸・活動範囲②肱川左岸)

[応募資格]肱川に接する機会が多く、河川愛護に関心を持ち、上記の活動内容を積極的に実行できる満20歳以上の方

で、肱川の活動範囲の近隣に居住する方(肱jllよりおおむね 5km以内)。

〔笹期]平成17年4月1日から 1年間 〔募集人員]活動範囲ごとに l人 〔手当]月額4，5 8 0円
[選考方法]所要の人数以上に資格者の応募があった場合には、自治会等の地域に密着した活動に参画している方を優

先とし、年齢・地域構成等総合的に勘案して選考させていただきます。

{応募方法]官製はがきまたはFAXに、次の事項を記入

して、平成17年2月20日までに応募先に送付または直接ご

持参ください。

[記入事項]。住所・氏名・年齢・性別。電話番号。職業・

所属する団体等があればその組織名と役職・これまでに自

治会等の地域に密着した活動へ参加した経験ー活動範囲の

希望(第一希望活動範囲O、第二希望 活動範囲0)
応募理由、肱川への要望・過去の河川愛護モニターの経験

※上記について、記載できる範囲でご記入ください。

{応募掴お聞い合わせ先]盟土交通省大洲j可JII圏道事務所

河JII菅理課(〒795-8512大淵市北只1503田 1:宮24-5185固 FA
X24-5331 )まで。
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生
自
」
一

個

小

学

二

年

生

一

一

せ

み

の

よ

う

虫

が

圃

一

だ

っ

び

を

し

ま

し

た

。

一

一

は

じ

め

て

見

ま

し

た

。

一

一

ち

き

ゅ

う

に

一

つ

一

一
い
の
ち
が
う
ま
れ
ま
し
た
。
国

一

す

き

と

お

っ

た

一

一
み
ど
り
色
を
し
て
い
ま
し
た
。
一

一
ハ
ッ
ビ
ー
バ
ー
ス
デ
I
ナ
イ
ス
デ
1

一

一
ハ
ッ
ビ
ー
バ
ー
ス
デ

1
ト
ゥ
ユ

I

一

一

と

歌

い

ま

し

た

。

圃
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生
曹
が
い
の
あ
る
町
づ
く
り
を

ー
生
涯
学
習
の
ま
ち
、
、
つ
く
り

推
進
大
会

1

十
月
二
十
四
日
、
中
央
公
民
館
で
第

六
回
長
浜
町
生
涯
学
習
の
ま
ち
キ
つ
く
り

推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
社
会
教
育
関

係
者
ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

長
浜
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演

奏
で
オ
ー
プ
ン
グ
を
飾
っ
た
後
、
「
心

畳
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
町
守
つ
く
り
」

を
テ
1
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
聞
か
れ
、

三
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
意
見
を
述
べ
た
。

長
浜
高
校
三
年
の
尾
上
麻
美
さ
ん
は
、

大
好
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
し
て
、

「
と
に
か
く
下
手
で
も
か
ま
わ
な
い
。

社
会
に
貢
献
で
き
る
ピ
カ
ッ
と
光
る
人

生
に
し
た
い
。
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

シンポジウムで意見を述べるパネラー

地
域
活
動
連
絡
協
議
会
会
長
の
大
本
裕

子
さ
ん
は
、
「
親
が
子
ど
も
に
も
っ
と

興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
地
域
の
公
民

館
が
中
心
と
な
り
児
童
館
の
よ
う
な
も

の
を
作
り
た
い
。
」
と
将
来
の
夢
を
述

べ
た
。
豊
茂
ほ
た
る
を
と
ば
そ
う
会
の

山
本
久
幸
さ
ん
は
、
「
人
生
の
モ
ッ
ト
ー

は
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
!
。
何
を
す
る
に
し
て

も
ま
ず
白
分
が
楽
し
む
こ
と
。
」
と
、

花
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を

紹
介
し
た
。

最
後
に
、
「
笑
う
門
に
は
福
も
く
る

健
康
も
く
る
」
と
題
し
て
、
吉
本
倶
楽

部
事
業
部
長
の
石
出
哲
郎
さ
ん
が
講
演

を
行
い
、
普
段
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い

テ
レ
ビ
の
裏
側
の
お
も
し
ろ
話
な
ど
を

披
露
し
、
参
加
者
は
、
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
た
。

郷
土
蓄
龍
、
か
勢
ぞ

ー
生
活
文
化
祭
1

講演する石田哲郎さん

十
月
一
二
十
日
と
三
十
一
日
の
二
日
間
、

ふ
れ
あ
い
会
館
を
中
心
に
第
三
十
一
回

長
浜
町
生
活
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

展
示
会
場
の
同
会
館
に
は
、
保
育
同

児
か
ら
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
ま
で
の
作
品

が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
一
二
十
一
日
に
は
、

本
町
商
市
街
を
中
心
に
バ
ザ
ー
な
ど
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
長
浜
小
学
校

体
育
館
で
は
、
町
内
各
地
に
伝
わ
る
郷

土
芸
能
の
発
表
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の

観
客
で
に
ぎ
わ
う
と
と
も
に
長
浜
町
と

し
て
最
後
の
文
化
祭
を
楽
し
ん
で
い
た
。

畏苦言陸軍生活主祭

、u-
F
O
L
V
 

ど

田
監
も
登
場
1

ー
豊
茂
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

1

十
一
月
十
回
目
、
豊
茂
小
学
校
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
、
第
十
八
回
豊
茂
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。

会
場
で
は
、
地
元
特
産
品
を
販
売
す

る
ふ
る
さ
と
市
や
フ
ル
フ
ル
セ

l
ル、

き
ね
つ
き
餅
の
実
演
な
ど
の
ほ
か
、
焼

肉
、
喫
茶
な
ど
の
バ
ザ
l
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
郷
土
芸
能
や
歌
謡
-

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
!
の
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、

全
国
大
会
グ
ラ
ン
プ
リ
を
交
賞
し
た

「
愛
治
ち
ん
ど
ん
」
の
ち
ん
ど
ん
屋
が

場
内
を
練
り
歩
き
、
来
場
者
の
日
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
。

観客を魅了した青島の盆踊り

長
濃
曲
・
・
園
駅
倍
部

A
い
か
擾
勝

-12-

ー
長
浜
駅
伝
競
走
大
会
(
二
部
)
1

十
一
月
十
四
日
、
長
浜
j
白
滝
間
で

第
三
十
九
回
長
浜
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
九
十
八
チ
l
ム、

六
百
八
十
人
の
選
手
が
参
加
、
薄
曇
り

と
い
う
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
終
始
、
激

し
い
レ

l
ス
が
展
開
さ
れ
た
。

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

〔
一
部
(
体
協
固
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
)
僅

勝
〕
宇
和
体
協
A

〔
二
部
(
町
内
園
長
浜
町
中
男
子
チ
ー
ム
)

擾
勝
〕
長
浜
中
駅
伝
部
A

〔
一
一
一
都
(
高
校
男
子
チ
ー
ム
)
優
勝
〕

松
山
工
業
高
校
B

〔
田
部
(
長
浜
中
女
子
チ
ー
ム
)
寵
勝
〕

長
浜
中
柔
道
部
女
子

〔
女
性
の
部
〕
石
井
体
協
A

ステージで行われた歌謡ショー

タスキをつなぐランナーたち



位
関
根
主
懇
命
宮
官
守
《
一
切

議

7
忠
実
字
ィ
料
品
時

十
一
月
十
四
日
、
柴
小
学
校
件
一
再
調
で
、
十

健
麗
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
脇
市
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

顧
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
目
、
繰
り
広
、
げ
ら
れ
た
。

ト
同
日
を
迎
え
た
今
回
は
、
地
域
の

人
々
が
健
や
か
な
毎
日
、
定
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
山
内
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
現

在
問
題
と
な
っ
て
い
る
生
活
習
相
病
の

予
防
不
一
与
え
よ
う
と
、
町
や
地
元
柴
公

民
館
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
も

の。
当
日
は
、
阿
保
圃
介
荘
川
説
、
健
康

ク
イ
ズ
の
ほ
か
、
骨
一
昨
度
測
定
や
体
力
@

e決

イ建町

保健輔から指導を受ける参加者

他
市
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
保
健
師
か

ら
細
か
な
描
写
を
受
け
る
仕
以
も
い
た

ν

試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
し
パ
!
の
か

り
ん
と
う
や
魚
の
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の

健
康
食
が
並
べ
ら
れ
、
参
加
者
ら
は
一

つ
一
つ
川
に
取
り
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
柴
地
区
一
一
百
五
十
山
人

か
ら
回
答
の
あ
っ
た
、
人
民
生
活
ヤ
辺
動
、

呪
煙
、
歯
の
健
康
な
ど
五
十
二
項
目
に 講演する大久保博忠先生

も
及
ぶ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
「
柴
地
区

健
康
問
在
」
も
報
九
九
円
さ
れ
、
担
当
の
栄

養
上
が
今
後
の
生
活
ヴ
慣
の
改
青
山
…
を

指
摘
し
て
い
た
。

ま
た
、
「
生
活
習
慣
病
の
予
川
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
大
久
保
市
内
科
院
長

の
大
久
保
博
忠
光
生
が
講
演
し
、
「
四

十
年
前
の
生
活
習
慣
病
に
か
か
わ
る
死

亡
似
因
は
、
脳
内
出
血
な
ど
血
管
が
破

れ
る
疾
患
が
四
分
の
三
を
占
め
て
い
た

が
、
現
在
で
は
、
脳
相
ま
な
ど
血
管
が

詰
ま
る
も
の
が
主
に
な
っ
て
い
る
。
運

動
不
足
、
過
食
・
塩
分
過
多
、
喫
煙
、

飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
の
五
大
生
活
習
慣
を

改
苦
し
よ
う
。
」
と
町
び
か
け
た
。

柴
の
右
上
心
に
よ
る
健
康
劇
「
あ
ん
た
、

体
に
貯
金
し
と
る
か
い
」
も
披
露
さ
れ

正室亙空主主三芝J)鯉康箆『魚ぬれユ司令』錦縛判官 (4人分) たは健 ん分か j舌てやた
。真康楽な自れ習考会 lJ

魚三 200 g I ①.:EtJ~ ，言日Z百; 丈記訂珂配百o I 特 訓しで身て '1員えと こ
4 51 ②魚はフードカ 1ソターなどにかけてすりつぶす~':; (ニ く {建 σコ&)ず丙る り オ工

玉ねぎ 1 2 0 g ③ 1 ②、 Aをこねて人数分lこ形作り、油を熟した| 孝 、ユ最健り予もを lま
ひじき(乾) 5g L772flZ盟三。 号会 l 問度 、|坊の「
人参塩コショウ μgi 対武夫 1岨盟養価吋川 [ 告場舌題づ日の 。健保

場 町 !;日早 -4企l主く賀| 脂 質 」 らはフをく常たこ康位
卵 市 l 」1Uく悶|寸 12.1 g 8.4 g一寸 れ笑ス考り生めのカ 師
生萎汁 小沼 ト百九ウム i 鉄一一」ー誼! ブいにえに活の手!と

l b r; 仁三mgI19昭: D if_~ 場あ法る勺で l'帳ド高
|浦 和 J 「T売元 一函加 i ょ一寸 lITI りじもいでカに」齢
ド由 小1 ド 3 「十一12 gー ! ち、らのてき条はを者
」 一一一 "U ____L一一一一一→一一一一一 あ吋れ σ 、るが、通ど

ント魚丸ごとの}¥Y} ¥ーグで力Jレシウムたっぷり。ヒジキも入ってます。ろにた み自 J書生しの

明司一 一隅弘~テニス震自子会

~0炉.， rスイングJ

体力維持、 λトレス発散、会員相互の親ぼくを凶る日

的で、テニスがよか[きな30代から60代までの会員 6人が、

毎週火曜日、晴海ふれあいパークテニスコートで汗を流

しています。

テニスに興味のある方など見学のみでも結構ですので、

お気軽にお越しください。

[団体名]テニス愛釘会「スイングJ

柴の役者かそろった健康劇

A 

[練習自]毎週火曜日

(!I前 9時から1111寺)

[対象者]男女間わずど

なたでも結構ですこ

[連結先]会費・入会申

し込みなど詳しくは、松

本禁 (fi52-0924)まで。

fスイング」のメンバーや

，、d

(-cj三苫松本繁
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tii
人
権
作
丈
恒
一
方
賞

1

平
成
十
六
年
九
位
九
十
同
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
大
川
地

K
大
会
(
松
山

地
方
法
務
同
大
洲
支
同
お
よ
ぴ
大
洲
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
主
催
)
に
て
、
長

浜
中
学
校
二
年
上
満
麻
未
さ
ん
の
「
私

の
弟
」
が
、
応
募
総
数
七
百
一
一
一
十
二
点

の
中
か
ら
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
櫛
生
の
水
沼
和
弘
さ
ん
は
、

経
済
産
業
省
が
所
管
す
る
統
計
事
務
に

閑
し
、
調
査
員
と
し
て
特
に
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
経
済
産
業

有
所
管
統
計
調
査
功
績
者
大
凶
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
c

空
た
、
沖
浦
の
菊
地
作
〆
T
さ
ん
は
、

農
林
ぶ
一
一
正
有
が
所
管
す
る
統
計
事
務
に

関
L
、
調
存
日
一
と

L
て
特
に
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
漁
業
セ
ン

サ
ス
功
頼
者
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

)

、

L
、こ九ロら止時
h片，二
-Aややγγ-三j

i1ノ

/
Z日
品
去t
M且且「

τ(寸

zit平V{1J
 

誤
っ
て
海
に
転
落
し
た
男
性
を
救
助

し
た
、
と
し
て
、
長
浜
の
竹
内
属
さ
ん
が

人
命
救
助
の
功
植
に
よ
り
、
十
月
二
十

二
日
、
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

竹
内
さ
ん
は
、
九
月
十
八
日
午
後
、

環
境
緑
地
公
開
で
釣
り
を
し
て
い
ま

L

た
が
、
近
く
の
男
性
が
足
を
踏
み
外
し

海
に
転
r
治
し
た
の
を
益
見
。
す
ぐ
に
海

に
飛
び
込
み
、
階
段
の
あ
る
と
こ
ろ
ま

で
(
約
七
口

m)
児
性
を
引
っ
張
っ
て

救
助
し
た
も
の
で
す
に

同
制
ん
ハ
の
去
杉
式
に
は
、
同
じ
現
場

で
、
自
分
の
持
っ
て
い
た
ロ

l
プ
を
い

ち
早
く
投
げ
入
れ
竹
内
さ
ん
と
と
も
に

機
転
の
き
い
た
救
助
活
動
を
行
っ
た
と

し
て
、
松
山
市
の
向
井
征
一
二
郎
さ
ん
も

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

竹
内
さ
ん
は
、
「
趣
味
の
ダ
イ
ビ
ン

グ
が
役
に
立
っ
て
よ
か
っ
た
ω

現
場
に

い
っ
し
ょ
に
い
た
娘
も
、
電
話
連
絡
な

ど
よ
く
や
っ
J
L

く
れ
た
c

何
よ
り
も
男

性
が
無
事
だ
っ
た
の
が
よ
か
っ
た
。
」

と
話

L
て
い
ま
し
た
っ

ー
公
民
館
前
到
の
功
績
¥

十
月
一
千
[
山
川
、
中
央
去
民
館
で
開

催
さ
れ
た
第
六
判
長
浜
町
生
恥
学
習
の

ま
ち

ε

つ
く
り
推
進
大
会
の
席
上
、
公
民

館
活
動
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々

に
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
、
感
謝
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

〔
公
民
館
擾
良
役
職
員
表
彰
}

村
上
克
立
(
長
浜
公
民
館
)

久
保
孜
一
(
長
一
山
一
公
此
館
)

松

下

丸

山

之
f

坊
公
民
館
)

松
下
前
回
一
一
九
f

初
公
以
館
)

谷
井
出
一

Z
U
(櫛
生
公
以
削
)

坂
東
剛
山
一
制
作
公
民
館
)

村
本
武
久
(
出
海
公
民
館
)

徳田消防長より表彰状を受け取る竹内農さん

山
口
吉
生
(
出
海
公
民
館
)

畝
中
朗
へ
大
和
公
民
館
)

久
保
票
結
(
大
和
公
民
仙
一

久
保
浩
一
一
山
一
P

茂
公
民
陪
)

鎌
田
君
、
殺
(
山
一
品
公
民
館
)

〔
永
年
勤
続
公
民
館
運
曽
審
議
会
婁
員

感
謝
状
〕

後
藤
福
ト
(
今
坊
公
民
館
」

金
子
一
止
徳
(
櫛
生
公
民
館
)

一
一
一
日
茂
明
(
戒
川
公
民
館
)

中
川
伴
造
(
青
島
公
民
館
)

弘
瀬
悠
紀
子
(
大
和
公
民
館
)

白
滝
商
下
一
回
む
連
盟
主
催
の
つ
円
一
一
川

も
み
じ
ま
つ
り
V
J
牛
大
会
」
が
行
な
わ

れ、
y

円
治
・
柴
小
学
校
児
童
五
十
九
人

か
ら
応
募
が
あ
り
、
十
一
月
四
日
に
白

滝
公
以
館
で
審
査
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た。
そ
の
結
果
、
次
の
二
十
一
二
点
が
入
賞

し
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

@

金

賀

川
久
保
佑
呑
一
一
円
沌
小
一
年
一
一

e

堀
端

梨
央
(
同
小
午
一

a

上
満
由
香
組

(
同
小
三
年
)

g

上
回
実
(
同
小
川
年
)

・
渡
遺
希
代
一
~
川
小
五
年
〆
一
・
池
田
町

平
(
同
小
六
年
)

@

銀

賞

谷
祐
輝
(
白
滝
小
今
年
)
・
大
野
奈
津

美
(
柴
小
二
年
)
・
大
出
楓
秀
(
白
滝

小
一
一
一
年
)
園
出
宮
凄
(
同
小
四
年
)
・

高
石
茂
宏
(
同
小
五
年
)
・
樫
田
智
子

(
同
小
六
年
)

@

銅

賞

上
回
桃

F

ナ
(
白
滝
小
二
年
)
・
大
田
優

香
(
同
小
二
年
)
・
渡
遺
桜
也
香
(
同

小
二
年
)
・
高
石
苧
志
(
川
小
三
年
)
・

合
田
貴
司
(
柴
小
三
年
)
・
新
大
地

(
白
滝
小
四
年
)
・
空
同
組
梨
沙
(
同
小

四
年
)
・
上
満
タ
梨
華
(
同
小
五
年
)
・

児
玉
梨
香
子
(
同
小
五
年
)
・
徳
田
抽

衣
(
同
小
六
年
)
・
細
川
佳
代
(
同
小

六
年
)

な
お
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
白
滝
公

開
卜
の
お
立

μ
掲
示
し
て
い
ま
す
。

14-

水
口
鰭
さ
ん

河
澄
博
子

十
一
月
十
日
、
内
子
町
で
開
催
さ
れ

た
否
多
山
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
臨

時
会
に
お
い
て
、
本
町
教
育
委
員
の
水

い
他
さ
ん
と
河
澄
博
子
さ
ん
は
、
長
生

に
わ
た
り
救
『
瓦
委
員
と
し
て
郡
内
教
育

の
進
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

喜
多
郡
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。



品
館
稿
2

1
十
1

櫛
生
の
渡
遺
仁
之
助
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
「
藍
盟
聖
人
の
遺
徳
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

櫛
生
の
兵
頭
尚
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
俳
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
海
浜
の
災
害
を
救
っ
た
十
一

重
慶
聖
人
の
遺
徳
」
哨

解

説

渡

濯

仁

之

助

天
長
九
年
f

凶
暦
八
三
二
年
)
の
櫛

生
川
谷
に
、
大
智
院
と
称
す
る
寺
院
あ

り
、
大
巌
重
慶
と
言
、
っ
住
職
が
居
た
。

当
時
の
櫛
生
海
岸
一
帯
は
連
日
の
大
時

化
と
な
り
、
大
波
に
奪
わ
れ
る
人
家
が

十
八
自
然

す

¥
心
術
無
き
ゃ

地
震
台
風

ム
ロ
風
の
捻
り
激
し
く

惇
の
乱
る

天
高
く

山
き
毘

L

飛
行
主
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昌也伊〈等く

続
出
し
た
。
三
の
災
難
を
救
わ
ん
と
決

意
さ
れ
た
住
職
は
、
十
川
間
寺
に
龍
ハ

J

て
一
心
不
乱
に
祈
祷
さ
れ
、
同
年
十
川

二
十
一
日
(
新
暦
十
一
月
二
十
五
日
)

に
モ
り
、
遂
に
不
惜
身
命
を
誓
わ
れ
、

村
人
ら
が
合
掌
し
て
日
守
る
中
を
、
鈴

を
鳴
門
し
念
仏
を
明
え
な
が
ら
、
耐
岸

の
長
岩
伝
い
に
海
に
投
身
し
て
、
海
神

に
幹
げ
る
人
身
御
供
と
な
ら
れ
た
コ
其

の
時
の
状
況
が
御
聖
人
の
お
位
牌
の
裏

而
に
記
載
し
あ
り
、
「
海
に
投
身
さ
れ

る
や
、
潮
が
さ
つ
ど
二
つ
に
分
か
れ
、

一
地
が
数
了
(
約
五
市
六
百
メ
ー
ト
ル
)

に
開
い
た
ハ
そ
の
時
海
本
が
捻
り
皇
…
雲

疋
を
援
ひ
暗
伎
の
畑
く
な
り
、
や
が
て

空
も
晴
れ
波
り
荒
れ
狂
っ
た
海
も
次
第

に
穏
や
か
に
な
り
L

と
あ
り
、
奇
跡
的

な
出
来
ご
ど
な
れ
ど
、
当
時
は
「
人
身

御
供
一
と
称
し
、
身
を
海
神
に
捧
げ
て

えご"i\\.ました~(J

ィ寺

祭
る
風
習
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
章
一
慶
聖

人
を
最
後
に
途
絶
え
た
と
の
一
」
と
。

然
し
其
の
茂
の
村
人
達
は
戸
」
の
御
遺

徳
を
偲
ぴ
、
お
聖
人
立
を
建
ぃ
げ
一
し
お
祭

り
を
毎
年
行
つ
一
て
き
た
が
、
昔
日
に
は

他
県
か
ら
も
多
数
の
力
士
が
長
い
、
ア今年も 8月21日に行われたカラオケ大会

マ
チ
ユ
ア
相
撲
小
人
会
が
盛
大
で
め
っ
た
。

現
在
は
、
八
月
一
一
十
一

H
を
定
例
の
祭

り
と
し
、
御
立
前
に
似
設
の
舞
台
を
設

け
て
カ
ラ
オ
ケ
ト
人
会
で
賑
わ
い
、
御
聖

み

で

ま

人
の
御
島
一
却
を
慰
め
あ
ヲ
て
い
る
。
斯
く

の
如
く
伴
大
な
る
救
位
、
玉
こ
そ
郷
土
の

誇
り
と
仰
ぎ
敬
、
つ
御
室
人
立
と
、
大
官

院
よ
り
安
養
ヰ
に
継
承
し
安
置
さ
れ
て

い
る
湖
依
酔
を
拝

L
、
報
思
感
謝
の
心

を
今
年
で
千
百
七
十
-
一
年
同
も
伝
示
し

て
き
た
の
で
あ
る

新帯G)誌報紙

{朝刊暑H輩、薬

草 lJ事208ζ
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2004 12月 15 日~ 2005 1月31日

毛、しのzクルシタ-一
日 曜日 行事名 場 所 時間

12/15 水 ぴん・缶収集日

有害ゴミ収集日
17 金 離乳食講習 保健センター 10:00-12:30 

母親学級 保健センター 13:30-15:30 

20 月 社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00-11:30 

21 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

22 水
ペッ トボトル・発泡
スチロール収集日

24 金 粗大ごみ収集日

28 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

1/5 水 ぴん ・缶収集日

7 金 古紙・紙パック収集日

11 火
新大洲市誕生
不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

12 7}く
ペッ トボトル・発泡
スチロール収集日

13 木 社会保険事務所出張相談日 商工会 10:00-15:30 

燃やさないゴミ収集日
14 金 1 j安6カ月児.3歳児 保健センター 13:00-13:30 

健診

18 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

19 水 ぴん ・缶収集日

21 金 有害ゴミ収集日

25 火 不用犬・ 不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10・00

26 水
ぺッ トボトル・ 発泡
スチロール収集日

28 金
粗大ごみ収集日
人権相談所開設 保健センター 10:00-15:00 

2004年も12月。来年は市町村合併のため、長浜町独自の「広報

ながはまjも、本号で終刊となる。571号、約50年の問、長浜町

の心の緋となって町民の団結に果たした役割は大きい。町政の現

況の報告、町議会の審議内容の伝達、国政の変化や現状に対する

町政のあり方の解説など町民へ優しく伝え、町民の生活の支えと

なったことは忘れてはなるまい。11月号を手にしても、国民健康

保険の状況、老人医療の状況、児童手当の制度、町の保健センター

からの連絡、国民年金の加入の義務、情報パック 、固定資産税に

関する届け出の問題などなど、町民の知っておく事項が詳しく掲

載され、生活するための手引きとしての効果に驚く 。編集者の情

熱に敬服するばかり。市町村合併後も何かと長浜町民のための記

事を書いてほしい。

r 1歳ですコンニチハjも255号となった。この前身の「私の

赤ちゃんjの1回目の記事は、私の孫 (長女)だ‘ったことも懐か

しい。 町民の大人から赤ちゃんまでの楽しい記事に家族の笑いは

たえなかった。町民への思いやりで満たされた広報でした。結婚

届けの記事 ・お誕生おめでとう・おくやみ ・暮らしのカレンダー

の記事から町民の動向が手にとるように伝わってきた。私の書く

この記事が「広報ながはまjの最後だと思うと淋しくなる。

それにしても、町民の皆様が、不服も言わないで私の拙い文を

読んでくださったことを心よ り感謝してやまない。

この記事を書く時、土砂崩れで亡くなられた皆川貴子さん、真

優ちゃんの葬儀のテレビが放映されていた。生き残った優太くん

( 2歳)は何も知らぬらしい。一層家族の皆さんの悲しみが胸を

打ち、涙してこの記事の筆を運ぶ。自然の現象カ可午った悲劇と思っ

ても悔やみきれない。

町民の皆様どうか元気で、仲むつまじい楽しい日々を送られ、

2005年への幸福な生活を夢みつつ、2004年を終わってください。

噂P

婚

叩
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

氏
白核E櫛

生
五
十
崎
町

戸斤
滝生

松 石

本内

由勝

紙二

田 宮

玉哲

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

m月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

沖

甫

長

浜

沖

浦

下
須
戒

横渡 竹概
山 壁 内 本

昂志卓ぞ愛ゑ天Z
琉る真ま画 か花 か

慎義 轟 司
也 輝

お
〈
や
み

叩
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

今

坊
黒

田

戒

川

長

浜

長

浜

櫛

生
下
須
戒

下
須
戒

中久 青屯 大谷 片 立

山脇野 保 木

(六
六
)

ミ
チ
コ
(
九
二
)

今

子

(七
八
)

順

次
(
五
六
)

タ
ネ
コ
(
九
二
)

裕

(七
四
)

久
美
子

(七
六
)

照

雄

(九
五
)

ヤ
ス
コ

岡 野井

長柴白

j竜

山森

山音中川

鹿
雄
(
九
四
)

高

光

(

六

二

富
貴
子
(
六
七
)

j兵

西

名香 也

町
制
施
行
と
同
時
に
創
刊
さ
れ
た
広

報
な
が
は
ま
は
、
今
日
ま
で
地
域
の
皆

さ
ん
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
と
し
て
、

町
の
施
策
や
行
政
情
報
、
地
域
の
話
題

な
ど
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

五
十
年
に
わ
た
り
、
取
材
や
原
稿
の

提
供
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
を

は
じ
め
、
毎
月
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
す

べ
て
の
方
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

新
市
の
広
報
紙
も
、
よ
り

一
層
親
し

ま
れ
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

枝 典

人口・世帯数のうごき

10月末現在 前月との比較

9，143人 l人増

人口 (男 4，307人) (男 1人減)
女 4，836人 女~ 2Ai曽

世帯数 3，569世帯 5世帯増
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